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　新型コロナの感染拡大から、半年以上

が経過した。その動向をとらえるには、ど

んなデータをみていけばよいだろうか。

◆新規感染者数の“信ぴょう性”
　5月25日に緊急事態宣言が解除されて

から約1か月間、全国の新規感染者数は毎

日100人未満にとどまった。国内の感染は

収束するかにみえた。しかし7月以降、新

規感染者数は徐々に増え、4月のピーク時

を上回る数となる日も出てきた。

　特に、東京都の新規感染者数の推移は

激しい。5月23日にはわずか2人にまで

減ったが、6月より徐々に増え、7月下旬以

降、最多人数を更新する日が続いた。

　感染再拡大時の新規感染者の大半は

若齢者だが、今後、高齢者や基礎疾患のあ

る人などに感染が拡大して、入院患者が増

え、医療現場が逼迫する恐れもある。医療

機関は、警戒を強めている。

　この新規感染者数は、日々の変動が大

きく、一喜一憂する原因となりがちだ。

　たとえば、月曜日は、数が少なくなる。こ

れは、日曜日に医療機関に持ち込まれる

検体数が少ないため、月曜日に確認される

人数も少なくなるからとされている。

　また、4月の感染拡大時には、PCR検査

が十分に行われていないのでは?との声が

あった。つまり、新規感染者数の信ぴょう

性に疑問が投げかけられていた。
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◆度々見直されてきた陽性率計算方法
　検査動向を踏まえて感染拡大をとらえ

るには、陽性率がポイントとなる。陽性率

は、陽性判明数と陰性判明数の合計に占

める陽性判明数の割合として計算する。

　東京都は5月8日に陽性率の公表を開

始。過去にさかのぼってその推移をみる

と、4月は常に10%以上で、11日には最大

31.7%にまで上がった。5月には、1%を切

る水準まで低下。しかしその後、再び上昇

し、7月中旬以降は6～7%近辺で推移。第

2波の襲来を予感させる動きとなった。

　この陽性率には、さまざまな疑問が出

されて、計算方法が見直されてきた。

○同じ人が何回も検査する場合がある。

　回数で計算するのはヘンではないか?

→検査回数ではなく、検査した人の数を

もとに計算することとした。

○患者が回復後に行なう陰性確認の検査

　を計算に含めるのはおかしいのでは?

→陰性確認のための検査は、陽性率の

計算には含めないこととした。

○6月16日まで抗原検査で陰性判定の

　人にはPCR検査で確定検査を行っていた。

　この間の抗原検査の陰性を計算に含め

　ると“二重計上”になってしまう。

→この時期の抗原検査の陰性は、陽性

率の計算には含めないようにした。

○民間機関を含めずに、行政が行う検査

　だけで計算するのはおかしいのでは?

→民間の検査機関分も含めて計算する

こととした。

○曜日の関係などで日々の検査数が異な

　ると、陽性率の値が大きく変動する。

→東京都や大阪府などでは、7日間の

移動平均値で計算することとした。

◆陽性率をどうみるべきか
　また、陽性率をどうみるべきかも、議論

されてきた。たとえば、陽性率が上昇した

場合、次のようなとらえ方がある。これら

の正誤を言い切ることは難しい。

 ● 検査数が少な過ぎるから陽性率が高い

のでは?というネガティブな反応。

 ● 濃厚接触者など、感染疑いの強い人た

ちに集中して検査を行なっているのだ

から、陽性率が高いのは当たり前だと

いう冷めた見方。

 ● 感染の疑いのある人をうまく抜き出し

て、効率的に検査ができていると評価

する意見。

 ● 潜在的な感染者（検査をすれば陽性と

なる人）が水面下にたくさんいるので

は?という恐怖感。

 ● 検査の精度は100%ではないため、や

みくもに検査をすれば、偽陽性（本当

は感染していないのに陽性となる）

や、偽陰性（本当は感染しているのに陰

性となる）の人がたくさん出る。その結

果、偽陽性の人が療養する施設が不足

する、偽陰性の人が人混みに入って感染

を広げる、などコントロールが効かなく

なるという、やや行政目線の指摘。

　世界保健機関（WHO）は、3月に、検査

の陽性率について見解を示している。

〈陽性率が3～12%ならば、検査はかなり

広範囲で実施されている。率がわずかの

ときは、検査対象を誤っているかもしれな

い。80%、90%などと高ければ、たぶん

多くの感染者を検査できていない。〉

　新規感染者数に一喜一憂せず、陽性率

などを多面的にみて、感染拡大をとらえる

べきと思われるが、いかがだろうか。
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